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二
月
五
日
、「
平
成
十
三
年
度
別
海

町
表
彰
式
」
が
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ

別
海
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
功
労
賞
三
名
、
貢
献
賞

二
名
、
善
行
賞
四
名
が
表
彰
さ
れ
、
佐

野
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

高
橋
　
庄
　
氏

大
正
十
三
年
三
月
十
日
生

中
西
別
６
６
の
３

永
き
に
わ
た
り
農
業
共
済
組
合
組
合

長
と
し
て
組
合
の
健
全
育
成
と
、
管
内

四
共
済
組
合
合
併
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
ほ
か
、
合
併
後
の
組
織
の
基
盤
整

備
と
一
元
化
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

早
瀬
　
民
夫
氏

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
生

走
古
丹
１
の
２
０

永
き
に
わ
た
り
別
海
漁
業
協
同
組
合

組
合
長
と
し
て
資
源
管
理
を
前
提
と
し

た
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

さ
け
ま
す
ふ
化
事
業
、
わ
か
さ
ぎ
ふ
化

事
業
、
漁
船
の
海
難
防
止
と
合
理
的
操

業
を
実
現
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

み
、
漁
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

小
島
　
惟
義
氏

昭
和
五
年
十
月
二
十
二
日
生

上
風
連
２
３
の
２

三
十
三
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
た
他
、
統
計
調
査
員

と
し
て
も
貢
献
さ
れ
、
統
計
業
務
の
重

要
性
を
啓
発
す
る
な
ど
指
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

貢
献
表
彰

飯
島
　
光
　
氏

大
正
十
三
年
七
月
十
三
日
生

西
春
別
２
４
８
の
３
０

三
十
二
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
国
勢

調
査
を
は
じ
め
多
く
の
統
計
調
査
遂
行

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
統
計
業
務
の
重

要
性
を
啓
発
す
る
な
ど
指
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

根
本
　
森
治
氏

大
正
十
五
年
三
月
十
一
日
生

上
春
別
３
０
１
の
３
１

三
十
一
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
国
勢

調
査
を
は
じ
め
多
く
の
統
計
調
査
遂
行

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
統
計
業
務
の
重

要
性
を
啓
発
す
る
な
ど
指
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

星
　
　
勝
男
氏

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
日
生

尾
岱
沼
潮
見
町
１
２
１
の
３

勝
山
　
政
　
氏

昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
九
日
生

尾
岱
沼
港
町
５
３
の
１

小
川
　
幸
弘
氏

昭
和
三
十
七
年
九
月
五
日
生

尾
岱
沼
潮
見
町
２
１
３
の
３

齊
藤
し
の
ぶ
氏

昭
和
五
十
年
二
月
十
三
日
生

尾
岱
沼
港
町
１
２
６

平
成
十
二
年
十
月
七
日
の
尾
岱
沼
漁

港
内
で
自
動
車
が
誤
っ
て
海
中
に
転
落

し
た
事
故
の
際
、
乗
っ
て
い
た
お
年
寄

り
の
救
助
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
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冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
飾
る
「
ふ
ゆ
と
ぴ
あ

ｉ
ｎ

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が

二
月
十
六
日
・
十
七
日
の
二
日
間
、
交
流
館
ぷ
ら
と
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

十
六
日
は
、
無
料
で
配
布
さ
れ
た
焼
き
肉
を
食
べ
な
が
ら
、
バ
ン
ド
演
奏

や
も
の
ま
ね
歌
合
戦
な
ど
を
楽
し
み
、
澄
み
切
っ
た
冬
の
夜
空
に
舞
い
上
が

る
き
れ
い
な
花
火
を
満
喫
し
ま
し
た
。

十
七
日
は
、
尻
相
撲
・
そ
り
・
早
飲
み
食
い
と
勝
ち
上
が
っ
て
い
く
ご
と

に
違
う
種
目
で
争
わ
れ
る
「
三
人
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
や
「
雪
中
ミ
ニ
綱

引
き
」、お
年
寄
り
限
定
の
「
雪
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

海産物ファンで�
大にぎわい�
海産物ファンで�
大にぎわい�

第
三
十
四
回
元
祖

白
鳥
ま
つ
り

二
月
十
日
、
尾
岱
沼
白
鳥
台
特
設
会

場
で
第
三
十
四
回
白
鳥
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
、
ホ
タ
テ
の
即
売
は
三

十
分
で
品
切
れ
す
る
な
ど
大
盛
況
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
尾
岱
沼
特
産

品
の
北
海
シ
マ
エ
ビ
や
ホ
タ
テ
、
コ
マ

イ
、
乳
製
品
な
ど
が
当
た
る

大
漁
引
き
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
サ
リ
汁
や
ホ
タ
テ
ご

飯
も
す
ぐ
に
売
り
切
れ
の
状

態
に
な
り
、
多
く
の
海
産
物

フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ロープの先は何色？

ジャンボすべり台に大喜び

３人対３人で尻相撲

そりでタイムアタック

インスタントラーメンを３人で

炭酸飲料水1.5rをガブ飲み 歌合戦で優勝した和田アキ子？ 雪中ミニ綱引き

b３人でトライアスロン

a
a

a
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

3

冬
の
体
力
づ
く
り
に

二
月
十
七
日
、
農
村
広
場
を
会

場
に
第
十
一
回
別
海
町
歩
く
ス
キ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
別
海
町
歩

く
ス
キ
ー
協
会（
木
村
秀
也
会
長
）

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
町

内
外
か
ら
百
名
が
参
加
。
ふ
る
さ

と
の
森
に
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
は
、

上
り
下
り
の
あ
る
な
か
な
か
手
強

い
コ
ー
ス
。
参
加
者
は
自
分
の
体

力
に
合
わ
せ
て
五
㎞
・
十
㎞
と
選

び
、
時
間
を
気
に
せ
ず
自
然
と
歩

く
ス
キ
ー
を
満
喫
。

完
走
後
は
、
主
催
者
が
用
意
し

た
甘
酒
を
飲
み
、
す
が
す
が
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
月
三
日
か
ら
山
梨
県
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
オ
ー
バ
ル
で

行
わ
れ
た
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
に
十

五
人
が
出
場
し
、
全
九
種
目
中
五

種
目
を
別
海
町
が
制
覇
し
ま
し

た
。

大
会
に
は
三
十
都
道
府
県
八
十

九
校
二
百
二
十
人
の
選
手
が
出
場

し
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
全
九

種
目
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
五
百
メ
ー
ト
ル
で
は
上
田

志
樹
（
中
西
別
）
君
が
大
会
新
で

優
勝
。
男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
で

中
山
裕
大
（
別
海
中
央
）
君
、
男

子
五
千
メ
ー
ト
ル
で
下
地
研
（
別

海
中
央
）
君
、
女
子
千
五
百
メ
ー

ト
ル
で
宮
越
奈
帆
（
別
海
中
央
）

さ
ん
、
女
子
三
千
メ
ー
ト
ル
で
川

崎
み
な
み
（
別
海
中
央
）
さ
ん
、

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
女
子
五
百
メ
ー
ト
ル
で
郷
亜
里

砂
（
上
西
春
別
）
さ
ん
、
男
子
千

メ
ー
ト
ル
で
上
田
志
樹
君
が
共
に

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
対
抗
も
長
野
県
や
十
勝
勢
を

お
さ
え
て
、
別
海
中
央
男
女
と
も

優
勝
し
ま
し
た
。

選
手
一
行
が
帰
町
し
た
二
月
七

日
、
祝
勝
会
が
開
か
れ
、
選
手
団

長
の
上
田
志
樹
君
は
「
別
海
の
存

在
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

満
面
の
笑
み
で
報
告
し
ま
し
た
。

９種目中５種目を制覇 全国中学スケート大会

金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
上
田
志
樹
君
（
左
）
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親
子
で
優
勝

一
月
六
日
に
浦
河
町
で
行
わ
れ

た
第
十
四
回
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
海

道
ウ
エ
イ
ト
制
空
手
道
選
手
権
大

会
で
国
際
空
手
道
連
盟
北
海
道
別

海
支
部
の
中
山
貞
幸
さ
ん
（
中
西

別
）
と
長
男
の
中
山
幸
志
君
（
中

西
別
中
二
年
）
が
親
子
で
優
勝
し

ま
し
た
。

貞
幸
さ
ん
は
一
般
重
量
級
で
出

場
し
、
決
勝
で
は
同
支
部
の
太
田

公
一
さ
ん
（
中
西
別
）
と
対
戦
し
、

勝
利
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
幸
志

君
は
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
貞
幸

さ
ん
の
目
か
ら
見
て
も
「
酪
農
を

手
伝
わ
せ
て
い
る
か
ら
他
の
子
と

力
の
差
が
あ
っ
た
」
と
絶
賛
し
て

い
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え
る

方
を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を

次
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

村
山
　
う
め
さ
ん

床
丹
９
の
１
１

明
治
四
十
五
年
二
月
十
一
日
生

斉
藤
　
ス
イ
さ
ん

大
成
１
８
の
４

明
治
四
十
五
年
二
月
十
七
日
生

下の句かるた大会

２月17日、中央公民館で「第26回別海町少年少女下の
句かるた大会」が行われました。
日本の伝統文化の「かるた」を通して礼儀を学び、青

少年の健全育成を目的に毎年行われています。
大会には小学生70チーム210人、中学生８チーム24人

が参加して優勝を争いました。
優勝チームは次のとおり

○小学校低学年の部／昇龍のすい星（中春別／中西涼真
・立澤千尋・佐々木良介）

○小学校中学年の部／中央の龍（別海中央／門田聖也・
藤田崇臣・草野萌）

○小学校高学年の部／竜神の翔（野付／内藤俊・内藤涼
・山口浩史）

○中学生の部／白銀のＳ・О・Ｓ（中央／佐藤優斗・新
堀真裕・大槻憲史）

左から中山幸志君、町長、中山貞幸さん、太田公一さん
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四
月
か
ら

「
㈱
べ
つ
か
い
乳
業
興
社
」

町
営
別
海
酪
農
工
場
が
一
月
七

日
完
成
し
、
二
月
一
日
、
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
漁
村
加
工
体
験
施
設
の
隣
に

建
て
ら
れ
た
酪
農
工
場
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延
面

積
約
二
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、

総
事
業
費
十
二
億
六
千
万
円
（
国

の
補
助
約
六
億
円
）。
チ
ー
ズ
・
バ

タ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
製
造
室
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
・
牛
乳
充
填
室
、
牛
乳
乳
製
品

加
工
体
験
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
一
時
間
に
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル

パ
ッ
ク
を
二
千
本
製
造
す
る
能
力

が
あ
り
、
旧
工
場
と
比
べ
て
約
四

倍
の
早
さ
で
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

式
で
佐
野
町
長
は
「
隣
接
す
る

加
工
体
験
施
設
と
あ
わ
せ
て
食
文

化
の
発
信
基
地
と
位
置
づ
け
た
い
。

新
鮮
で
安
全
な
食
品
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。酪

農
工
場
は
四
月
か
ら
、
町
と

町
内
五
農
協
で
組
織
す
る
「
㈱
べ

つ
か
い
乳
業
興
社
」
が
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル

パ
ッ
ク
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
一
新
す

る
予
定
で
す
。

第
二
十
四
回
　
公
害
防
止
及
び

自
然
保
護
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
で
二
十
四
回
目
と
な
る
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
別
海

町
内
の
児
童
・
生
徒
に
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
興
味
を
持

っ
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
お
う
」
と
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
二
百
三
十
一
点
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
次
の
児
童
・
生
徒

が
入
賞
し
ま
し
た
。

﹇
小
学
生
の
部
﹈

◯
一
年
生
　
佳
作
／
玄
み
ず
ほ
（
別

海
中
央
）

◯
二
年
生
　
最
優
秀
賞
／
福
士
大
登

（
別
海
中
央
）
優
秀
賞
／
山
内
崇（
別

海
中
央
）
佳
作
／
高
橋
芽
里
（
別
海

中
央
）

◯
三
年
生
　
最
優
秀
賞
／
佐
藤
み
な

み
（
上
西
春
別
）
優
秀
賞
／
村
山
原

野
（
別
海
中
央
）、
奥
山
佳
広（
上
風

連
）
佳
作
／
嶋
野
友
香
（
別
海
中
央
）、

沼
山
森
生（
別
海
中
央
）、
奥
山
麻
美

（
豊
原
）

◯
四
年
生
　
最
優
秀
賞
／
南
宏
輝

（
別
海
中
央
）
優
秀
賞
／
南
幸
輝（
別

海
中
央
）
佳
作
／
藤
田
崇
臣
（
別
海

中
央
）、
信
田
美
咲
（
上
風
連
）

◯
五
年
生
　
最
優
秀
賞
／
岸
上
穂
波

（
上
風
連
）
優
秀
賞
／
田
辺
冬
華（
上

風
連
）
佳
作
／
松
田
芳
矩（
上
風
連
）

◯
六
年
生
　
最
優
秀
賞
／
小
原
由
起

（
中
春
別
）
優
秀
賞
／
荒
千
尋（
中
春

別
）、
佐
藤
亜
由
美（
中
春
別
）
佳
作

／
久
野
秀
斗（
中
春
別
）、
富
永
浩
太

（
中
春
別
）、
友
貞
公
宏
（
中
春
別
）

﹇
中
学
生
の
部
﹈

◯
一
年
生
　
最
優
秀
賞
／
上
舘
恵
理

（
別
海
中
央
）
優
秀
賞
／
有
田
真
喜

（
別
海
中
央
）、
川
原
大
貴
（
別
海
中

央
）
佳
作
／
平
林
麻
衣
（
別
海
中
央
）、

大
河
原
あ
ゆ
み（
別
海
中
央
）、
藤
田

あ
ゆ
み（
別
海
中
央
）、
渡
邊
み
な
み

（
別
海
中
央
）

◯
三
年
生
　
優
秀
賞
／
稲
葉
翔
子

（
中
西
別
）佳
作
／
鈴
木
佑
奈（
別
海
）

最優秀賞／佐藤みなみ
（上西春別小３年）

最優秀賞／岸上　穂波
（上風連小５年）

最優秀賞／小原　由起
（中春別小６年）

最優秀賞／上舘　恵理
（別海中央中１年）

最優秀賞／南　　宏輝
（別海中央小４年）

《
審
査
の
ま
と
め
》

◯
応
募
が
多
く
、
各
学
年
と
も
　
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
て
良
か
っ

た
。

◯
中
学
生
の
作
品
の
中
で
、
斬
新
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
の
が
あ

り
良
か
っ
た
。

◯
別
海
な
ら
で
は
の
も
の
が
出
て
く
る
と
も
っ
と
良
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。（
地
球
規
模
で
と
ら
え
た
も
の
が
多
か
っ
た
。）

○
レ
タ
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
も
っ
と
良
く
な
る
作
品
が
あ

っ
た
。

最優秀賞／福士　大登
（別海中央小２年）
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第25回別海町少年少女
読書感想文コンクール入賞者

【小学１年生】◆最優秀賞／出田有花里（中春別）◆優
秀賞／田中翔也（中春別）、細江尚輝（西春別）、戸川
銀太（同）◆佳作／佐藤静佳（豊原）、平尾仁菜（別
海）、熊生陵吾（西春別）
【小学２年生】◆優秀賞／中西涼真（中春別）、菊地
瑞貴（西春別）、山内崇（別海中央）◆佳作／森田玲
奈（上西春別）、高田侑香（西春別）、木原佐和子（豊
原）、佐々木良介（中春別）
【小学３年生】◆優秀賞／吉川芽衣（上西春別）、宗
岡彩（同）、中本詩織（同）◆佳作／斎藤麗（別海中
央）、若松優太（野付）、荒楓真（中春別）
【小学４年生】◆最優秀賞／富永真実（中春別）◆優
秀賞／古川千尋（西春別）、金子莉々子（上西春別）、
佐々木舞子（中春別）◆佳作／金子新（豊原）、富田
樹（野付）、新井玲衣（上西春別）
【小学５年生】◆最優秀賞／粂川真里（西春別）◆優
秀賞／片岡力也（豊原）、菅名草平（西春別）◆佳作／
真部更紗（中春別）、新濱未来（野付）、庄崎沙耶（別
海中央）

【小学６年生】◆最優秀賞／阿部原野（豊原）◆優秀
賞／佐藤亜由美（中春別）、柿本法子（同）、内野三
四朗（上風連）◆佳作／浦山美樹（上春別）、田中菜々
美（西春別）、高津翔子（上西春別）
【中学１年生】◆最優秀賞／濱中悠莉（別海中央）◆
優秀賞／佐藤佳祐（上西春別）、中山絹与（中春別）、
太田絵理（別海中央）◆佳作／青柳麻耶（上西春別）、
大内亜衣（同）、外川理沙（別海中央）
【中学２年生】◆最優秀賞／太田有紀（別海中央）◆
優秀賞／佐藤さゆり（中春別）、望月恵美（同）、渡
辺渚（西春別）◆佳作／菅野みどり（西春別）、菅名
みのり（同）、友貞仁志（中春別）
【中学３年生】◆優秀賞／佐藤かおり（上西春別）、
森本紗佑里（別海中央）、干場はるか（同）◆佳作／
時野香織（別海中央）、合田有希（上西春別）、須郷
美緒（別海中央）、伊豆原葉月（上西春別）

第13回別海町読書感想文コンクール
【一般の部】◆最優秀賞／市川将人（本別海）◆優秀
賞／松浦賢一（別海緑町）、高橋訓子（別海旭町）◆
佳作／畑中稔（中西別）、村山保（尾岱沼）

図書館
通信

事件・事故から子どもたちを守るために『子ども110番の家』を設置しました。
昨年６月、大阪府池田小学校で起きた、児童及び教員が殺傷されるという凶悪事件は、日本全国に衝撃が

走りました。本来、子どもたちが楽しく安心して学べるはずの学校で幼い児童の生命が奪われるというこの
事件は、学校の危機管理態勢を根本から覆すもので、改めて学校の安全管理の方策を講ずるとともに、この
ような痛ましい事件を二度と起きないためにも子どもたちの安全確保を学校関係者のみならず地域ぐるみで
取り組むことが必要となりました。
別海町においても登下校中の児童・生徒を狙った不審車両や変質者の出没などの事例が数年前から２、３

の地域で発生しています。このような状況を踏まえ、子どもたちの安全の確保を強化するため、別海町や青
少年健全育成町民会議などによる緊急の幼児・児童・生徒の「安全確保対策連絡会議」を開き対応を協議し
た結果、幼稚園や学校の通学路に面した民家や商店、会社などを子どもたちが登下校中などに事件・事故に
遭遇した場合、子どもの身の確保や警察等への通報などをしていただく「子どもたちの駆け込み場所」（子ど
も110番の家）として協力をお願いすることとなりました。一般の民家には、各学校のＰＴAのみなさんが表
示ステッカーを配付し協力をお願いする一方、商店や会社は商工会と建設業協会からの協力の申し出があり、
表示フラッグ（旗）の作製から設置まで協力して頂き、昨年の12月末までに民家、商店、会社など合わせて
約540カ所に写真に写っているような、子ども110番の家を設置しました。

「子ども110番の家」の設置は、子どもたちが事件事故に遭遇した場合の対応は勿論ですが、事件事故を未
然に防ぐという抑止効果もあります。

『地域の子どもはみんなで守り、育てる』という意識を全町民の皆様にもっていただき、
この取り組みにご協力ご支援をお願いいたします。

皆さまから募集していました読書感想文コンクールの入賞者が決定しました。
今年度は小学生103点、中学生72点、一般５点の応募がありました。入賞おめでとうござ

いました。



しゅん�

h橋　　駿くん�
（幸一）�

魚谷　和毅くん�
（文昭）�

伊藤優美花ちゃん�
（秀則）�

ゆ　み　か� かず  き  

  な  つき�

小村　南月ちゃん�
（直樹）�

チ� ビ� ッ� コ�

※2月6日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

３月診療案内�
町立別海病院�

3

問い合わせ�
町立別海病院事務課総務担当  15-2311（内線201）  

　　　　　小児神経外来�

３月７日e�

　　担当医師　札幌医大　舘　　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

３月11日c～３月12日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

３月25日b～３月26日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

３月７日e～３月８日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

３月28日e～３月29日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　　　 病院職員の募集について�

　町立別海病院では、理学療法士を募集して�

います。�

　受付は随時行っていますので、病院事務課�

総務担当までお問い合わせください。�



りょう 

山中　　涼くん�
（司）�

なな  み�

佐久間七海ちゃん�
（忠）�

みお�

竹谷　　澪ちゃん�
（尚人）�

瀧口　ゆなちゃん�
（和仁）�

あや  ね  

森川　文音ちゃん�
（一郎）�

こう  き�

安達　浩紀くん�
（浩司）�

ふう  か  

藤本　楓可ちゃん�
（涼）�

－１歳６

9 3

４月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

3�

8�

9�

10�

11�

15�

16�

17�

18�

19�

22�

23�

〃�

24�

25�

〃�

26

水�

月�

火�

水�

木�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

〃�

水�

木�

〃�

金�

12：30～13：00�

10：00～14：30�

10：00～14：00�

10：00～11：00�

12：30～13：00�

７：00～10：00�

６：30～10：30�

６：30～10：00�

６：30～10：00�

８：00～10：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

11：00～12：30�

12：30～13：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

東 公 民 館�

町 立 別 海 病 院�

西春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

西春別ふれあいセンター�

西春別ふれあいセンター�

上風連地域センター�

町民保健センター�

上春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

１ 才 半 健 診�

乳幼児健康相談�

乳幼児健康相談�

乳幼児健康相談�

４ ヵ 月 健 診�

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

1才3ヵ月歯みがき教室�

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室�

３ 才 児 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

確
定
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で

平
成
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
は
三
月
十
五
日
（
金
）
ま
で

で
す
。

申
告
期
限
間
際
は
税
務
署
や
役
場
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

等
は
自
分
で
作
成
し
て
窓
口
や
郵
送
で

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
税
務
署
及
び
役
場
で
は
自
分

で
作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
相
談
担
当
者
が
記
載
方
法
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。

税
務
署
等
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
分
か
り
に
な
る
箇
所
を
記

入
の
う
え
、
必
要
書
類
の
ほ
か
、
前
年

申
告
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
控
え
、
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
住
民
税
担
当

（
内
線
１
１
１
１
）

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

小
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
し

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
子
ど

も
の
教
育
に
必
要
な
学
用
品
費
、
学
校

給
食
費
な
ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○
要
件

¡
現
在
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

又
は
受
け
て
い
た
が
停
止
な
ど
に
よ
り

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方

¡
長
期
の
病
気
や
突
発
的
な
事
故
・
災

害
な
ど
の
た
め
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

方¡
そ
の
他
収
入
が
少
な
い
な
ど
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
／
各
小
中
学
校
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
（
内
線
３
６
１
１
）

三
月
は
道
税
の

納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

道
で
は
、
三
月
を
「
納
税
推
進
強
調

月
間
」
と
し
て
、
道
税
の
納
税
推
進
に

取
り
組
み
、
滞
納
整
理
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を
作

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
三
月
十
四
日
（
木
）
に
午
後

九
時
ま
で
、
根
室
支
庁
税
務
課
に
お
い

て
夜
間
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課
納
税

係（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
６
６
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
奉
仕
活
動
な
ど
を
行
う
五

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
、
往

復
途
上
も
含
め
た
活
動
中
の
障
害
事
故

及
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す

る
も
の
で
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

○
掛
金
（
年
額
）

¡
中
学
生
以
下
グ
ル
ー
プ
、
成
人
の
文

化
・
奉
仕
・
地
域
活
動
／
四
百
五
十
円

¡
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
／
八
百
円

¡
成
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
／
千
四
百
円

○
保
険
期
間
／
四
月
一
日
〜
翌
年
三
月

三
十
一
日

○
加
入
受
付
／
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
　
　
　
　
　（
1
５
―
２
８
８
２
）

町
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

「
広
報
べ
つ
か
い
二
月
号
」
で
掲
載

し
ま
し
た
町
民
傷
害
保
険
制
度
を
三
月

三
十
一
日
で
加
入
受
付
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年`

十
月
一
日
か
ら
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が
九
月

三
十
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
交

通
傷
害
を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
交
通
防
犯
担
当

（
内
線
１
２
１
４
）

　冬期間休館していた温水プールを一般開放いたし�
ます。多くの皆さんのご利用をお待ちしています。�

○開放するプール／別海・西春別・尾岱沼の各温水�
　　　　　　　　　プール�

○開放期間／３月15日F～12月15日A�

　問い合わせ／総合スポーツセンター（15-2882）�

○日　時／３月19日C  13時～15時�

○会　場／中標津町しるべっと�

○講　師／&北海道科学技術総合振興センター�
　　　　　　　　　　　　　理事長　戸田　一夫氏�

○テーマ／「酪農を核とした�
　　　　　　　　新しい産業創出に向けて」（仮）�

   問い合わせ／根釧農業試験場総務係（12-2004）�

�

3月15日からプール再開�
第６回根釧農試酪農フォーラム�
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町の鳥　ハクチョウ�

柏
の
実
学
園
利
用
の
ご
案
内

○
短
期
入
所
／
在
宅
の
知
的
障
害
者
が

対
象
で
、
保
護
者
が
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

留
守
に
す
る
と
き
や
、
休
息
が
必
要
な

と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
料
は

一
日
二
千
円
程
度
で
、
急
な
場
合
は
電

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
通
所
／
在
宅
の
知
的
障
害
者
が
対
象

で
、日
帰
り
で
柏
の
実
学
園
を
利
用
し
、

将
来
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
地
域

生
活
へ
の
展
望
が
開
け
ま
す
。
送
迎
の

手
段
や
利
用
料
金
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
／
柏
の
実
学
園

（
1
９
―
５
１
１
１
）

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
申
し
出
や

取
得
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
の
禁

止
事
項
な
ど
が
、
昨
年
十
一
月
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
は
育
児
又
は

介
護
を
行
う
労
働
者
の
時
間
外
労
働
の

制
限
や
育
児
に
係
る
子
ど
も
の
年
齢
が

引
き
上
げ
に
な
る
な
ど
、
育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
商
工
労
働
担
当

（
内
線
１
６
１
２
）

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
の
総
合
検
診
（
基
本

健
康
診
査
の
項
目
）
に
「
Ｃ
型
肝
炎
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
」
の
検
査
が
加

わ
り
ま
す
。
こ
の
検
査
が
受
け
ら
れ
る

の
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
八
年

度
の
五
年
間
の
予
定
で
す
。

平
成
十
四
年
度
の
対
象
は
七
十
歳
に

な
る
方
及
び
四
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の

方
で
す
。
料
金
は
七
百
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
健

康
推
進
担
当
　
　（
1
５
―
０
３
５
９
）

各
種
予
約
申
し
込
み
に
つ
い
て

○
補
助
造
林
の
予
約
申
し
込
み

○
春
期
培
養
し
い
た
け
菌
類
予
約
申
し

込
み

○
庭
木
、
花
木
類
の
予
約
申
し
込
み

○
カ
ラ
マ
ツ
牧
柵
の
予
約
申
し
込
み

○
オ
ガ
粉
の
予
約
申
し
込
み

右
記
の
と
お
り
予
約
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
各
参
与
員
又

は
森
林
組
合
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
申
込
期
限
／
三
月
二
十
日
（
水
）

※
五
月
中
旬
頃
に
、
庭
木
・
花
木
類
の

即
売
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
別
海
町
森

林
組
合
（
1
５
―
２
０
１
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
―
２
０
１
７
）

　
麻
疹
は
小
さ
な
子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
重
大
な
感
染
症
の
一
つ
で
す
。�

発
熱
、
発
疹
を
主
な
症
状
と
し
ま
す
が
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を�

引
き
起
こ
し
、
命
に
か
か
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。�

　
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
の
た
め
、
感
染
力
は
強
く
、
麻
疹
の
抗
体�

が
な
け
れ
ば
、
大
人
も
か
か
り
ま
す
。�

　
二
〇
〇
〇
年
に
北
海
道
は
四
千
人
の
患
者
が
発
生
し
た
と
推
計
さ
れ
て�

お
り
、
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
一
歳
児
が
最
も
多
く
か
か
っ
て�

い
ま
す
。�

　
麻
疹
は
予
防
接
種
が
効
果
的
で
、
入
院
し
た
患
者
の
九
割
以
上
が
予
防�

接
種
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
調
査
結
果
も
で
て
い
ま
す
。�

�

○ 潜伏期間／10～12日間�
○ 主な症状�
【カタル期】38℃前後の発熱が２～４日続き、倦怠�
　　　　　　感やくしゃみ、せき、鼻水、結膜炎症�
　　　　　　状が現れます。下痢や腹痛を伴うこと�
　　　　　　があり、口の粘膜には白い小さな斑点�
　　　　　　が現れます。�
【発 疹 期】いったん高熱が引きかけますが、半日�
　　　　　　ほどで再び39～40℃の高熱になります。�
　　　　　　耳の後ろ、首、額から赤い発疹が出は�
　　　　　　じめ、顔面や体全体に広がります。�
【回 復 期】高熱は発疹が現れてから３～４日ほど�
　　　　　　で解熱し、発疹の色も薄くなってきま�
　　　　　　す。合併症がなければ、７～10日程度�
　　　　　　で回復します。�
�

　主な合併症は、気管支炎や肺炎、中耳炎、脳炎な�
ど。死亡、後遺症が残ったりするケースもあります。�
麻疹にかかって亡くなる人は１万人に１人の割合で、�
日本では年間数十人の子どもが命を落としています。�
�

合併症に注意�
�

麻疹の症状�
�

今
年
も
流
行
の
お
そ
れ
あ
り

今
年
も
流
行
の
お
そ
れ
あ
り�

子
ど
も
の
は
し
か

子
ど
も
の
は
し
か（
麻
疹
）

（
麻
疹
）�

今
年
も
流
行
の
お
そ
れ
あ
り�

子
ど
も
の
は
し
か（
麻
疹
）�

一
歳
に
な
っ
た
ら
、な
る
べ
く
早
く
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

�
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おめでた・おくやみ�
（１月１日から１月31日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u本田　琉樹ちゃん（男）政　利（西春別駅前）�

　u村上　遥香ちゃん（女）宗　義（大　　　成）�

　u山田　梨珠ちゃん（女）宏　幸（尾　岱　沼）�

　u金内ゆか里ちゃん（女）　保　（別　　　海）�

　u鈴木　琉斗ちゃん（男）和　也（別　　　海）�

　u砂越　瑠李ちゃん（女）健　一（大　　　成）�

　u安永　恵達ちゃん（男）弘　幸（上　春　別）�

　u安達　吏玖ちゃん（男）栄　進（尾　岱　沼）�

　u村上　優馬ちゃん（男）健　一（別　　　海）�

　ua川　りなちゃん（女）龍　治（泉　　　川）�

　u千葉　一矢ちゃん（男）一　喜（中　春　別）�

　u乾　　小雪ちゃん（女）知　広（西　春　別）�

　u田中那奈子ちゃん（女）賢　一（別　　　海）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u小川　秀明・石田　麻美さん　（尾　岱　沼）�

　u木村　圭一・合掌　一美さん　（別　　　海）�

　u合田　和正・佐藤　樹里さん　（西春別駅前）�

　u小林　敏博・渡邊　恵美さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s北山　松男さん　（８０歳）　（別　　　海）�

　s井上　トメさん　（８４歳）　（上　春　別）�

　s明神　利道さん　（７３歳）　（別　　　海）�

　s目黒　忠雄さん　（７９歳）　（中　春　別）�

　s時野ちゆゑさん　（８８歳）　（別　　　海）�

　s小倉みね子さん　（５５歳）　（中　西　別）�

　s清野スゲノさん　（９２歳）　（上　風　連）�

　s半田　　照さん　（７９歳）　（別　　　海）�

　s鈴木　英雄さん　（６０歳）　（西春別駅前）�

　s小林　利雄さん　（７９歳）　（西春別駅前）�

　sb橋　道雄さん　（６６歳）　（大　　　成）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の鳥　ハクチョウ�

ニ
ュ
ー
福
祉
定
期
郵
便
貯
金
の

お
知
ら
せ

郵
便
局
で
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二

十
八
日
を
も
っ
て
福
祉
定
期
郵
便
貯
金

の
取
扱
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

三
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
、
ニ
ュ
ー

福
祉
定
期
郵
便
貯
金
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
ま
す
。

○
対
象
貯
金
／
預
入
期
間
一
年
の
定
期

郵
便
貯
金

○
対
象
者
／
現
行
の
福
祉
定
期
郵
便
貯

金
の
対
象
者
、
国
民
年
金
寡
婦
年
金
受

給
者
、
遺
族
厚
生
年
金
及
び
遺
族
共
済

年
金
受
給
者
、
障
害
厚
生
年
金
及
び
障

害
共
済
年
金
受
給
者

○
取
扱
期
間
／
平
成
十
四
年
三
月
一
日

〜
平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日

○
貯
金
の
利
率
／
預
入
期
間
一
年
の
定

期
郵
便
貯
金
の
利
率
プ
ラ
ス
一
％

○
預
入
限
度
額
／
対
象
者
一
人
に
つ
き

三
百
万
円

詳
し
く
は
郵
便
局
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

さ
く
ら
め
ー
る
発
売
中

卒
業
、
入
学
、
就
職
の
お
祝
い
状
や

あ
い
さ
つ
状
な
ど
、
春
の
季
節
に
合
わ

せ
て
利
用
で
き
る
五
十
円
郵
便
は
が
き

三
種
類
、「
春
の
山
」「
満
開
」「
春
の
お

と
ず
れ
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
早

め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

○
募
集
種
目
／
一
般
幹
部
候
補
生

○
資
格
／
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
二
十
歳
以
上
、
二
十
六
歳
未
満

（
二
十
二
歳
未
満
は
大
学
卒
者
（
見
込

み
含
む
））

○
受
付
期
間
／
四
月
八
日
〜
五
月
十
日

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jda.go.jp/jgsdf

電
話
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

最
近
、
別
海
高
校
卒
業
生
の
ご
家
庭

に
、
本
校
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
「
同

窓
会
名
簿
を
作
り
直
す
」「
名
簿
の
空

欄
を
埋
め
る
」
な
ど
と
偽
り
、
執
拗
に

卒
業
生
の
勤
務
先
（
電
話
番
号
等
）
を

電
話
で
問
い
合
わ
せ
る
行
為
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
が
、
別
海
高
校
並
び
に
本

校
同
窓
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は

一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
名

簿
取
扱
業
者
等
に
こ
の
よ
う
な
作
業
の

依
頼
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
関
係
と
思
わ
れ
る
業
者
と
の

「
送
り
つ
け
商
法
」
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
た
卒
業
生
も
お
り
ま
す

の
で
、
本
校
の
卒
業
生
並
び
に
ご
家
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
別
海
高
校
同
窓
会
事

務
局
　
佐
藤
一
昭
（
電
話
５
―
２
０
５

３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
２
６
３
）
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◆
二
月
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
ソ

ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
選
手
の
皆

様
は
、
期
待
と
緊
張
の
な
か
で
各
競
技

に
お
い
て
全
力
を
尽
く
し
、
数
々
の
感

動
を
与
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
後
の
ト
リ
ノ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
で
す
ば

ら
し
い
成
績
を
残
し
た
選
手
た
ち
も
、

将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
▽
白
鳥
ま
つ

り
、
ふ
ゆ
と
ぴ
あ
な
ど
が
、
各
地
域
で

冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
こ
か
へ

お
出
か
け
に
な
り
ま
し
た
か
。

（
Ｋ
）

◆
ま
た
も
や
快
挙
。
こ
こ
何
年
か
で
伸

び
て
き
た
中
学
生
ス
ケ
ー
ト
陣
。
何
よ

り
も
頑
張
っ
て
い
る
の
は
本
人
は
も
と

よ
り
、
親
と
関
係
者
で
あ
る
。
町
内
の

大
会
前
は
少
し
で
も
速
く
滑
っ
て
ほ
し

い
と
徹
夜
で
リ
ン
ク
を
造
る
。
子
ど
も

た
ち
も
関
係
者
の
頑
張
り
は
ち
ゃ
ん
と

知
っ
て
い
る
。
あ
い
さ
つ
時
に
は
必
ず

皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
言
う
。
▽
言
葉
は
悪
い
が
、
親

も
馬●

鹿●

が
付
く
ほ
ど
一
所
懸
命
や
る
と

い
う
こ
と
は
、
親
子
関
係
、
子
ど
も
自

身
、
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
だ
。
一
所
懸

命
に
打
ち
込
ん
だ
時
間
は
、
や
が
て
親
、

友
達
と
語
る
良
い
思
い
出
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

（
た
く
）

国�民�年�金�

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

迷ったら�
渡るな 走るな 次を待て�

別海町の交通事故発生状況�
発生５件、死者０名、傷者５名�

前年同期比   （－１）　　　  （±０）　    　（－２）　　 　�

（平成14年１月１日～２月21日）�

○平成14年度の国民年金保険料は13,300円です（平
成13年度と同額）。

○国民年金保険料の納付先が変わります。
平成14年４月からは、国から発行された納付書で

全国の銀行や郵便局、農協、漁協、信用組合、信用
金庫、労働金庫で納めていただくことになります。
○お得な「前納制度」をご利用ください。
一定期間分を一括して納めることにより割引され

るお得な制度です。平成14年度の割引率は４％とな
っており、平成14年４月以降に国から発行される納
付書には前納分納付書が付いていますので、ぜひご
利用ください。納付期限は４月末日となっています。
○安心・便利・確実な口座振替をご利用ください。
毎月金融機関に行く手間がはぶけ、国民年金保険

料の納め忘れを防ぐためにも「口座振替」をご利用
ください。平成14年４月以降、国から発行される納
付書には口座振替申出書が付いていますので、ぜひ
ご利用ください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／４月16日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金担当（内線1225）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY
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